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-北広島団地内小学校の新たな適正配置住民説明会

と き 平成 19 年 8 月 2 日（木）

ところ 若葉小学校 体育館

じかん 19：00～21：40

参加者 26 名

事務局 教育長 白崎 三千年

管理部長 小菅 敏博

教育施策推進担当参事 工藤 正

主査 川合 隆典

主事 木村 洋一郎

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

■ 開 会 19：00～ 進行司会 小菅部長

■ 教育長挨拶 19：00～19：10

北広島市立小学校の適正規模の答申の経過説明及び本日の説明会の主旨説明

■ 適正規模に関する中間答申の説明 19：10～19：45

工藤参事から、パワーポイントを使用し、別紙資料により説明

■ 参加者からの意見、質問 19：45～21：40

事務局 それではこれから質疑応答に入らせて頂きます。

住 民 若葉小学校でＰＴＡ会長をしております。昨年 12 月 25 日付で若葉小学校の保護

者一同ということで、要望書を提出しています。回答をいただいたのは 2 月 28 日で

すが、そのときには具体的な回答を一切得られていません。いまこの段階であれば、

具体的な回答をいただけるのか。

事務局 12 月 25 日の要望書については 9 点ほど出されていますが、1 点目については、通

学時の児童の安全確保について、スクールバス等の利用を含め、十分配慮するよう

にお願いしたいということでした。こちらは基本的に徒歩で、通学路については通

学区域審議会のご判断もありますように、できるだけ近い校区で統合を考えていく

ということに伴いまして、スクールバスはいまのところ考えておりません。

統合後の小学校 2 校は、将来残すようにお願いしますというのが 2 点目にありま

すが、今後の推移がどうなっていくかは明確ではありません。今回の考え方は、広

葉小学校と若葉小学校、高台小学校と緑陽小学校を統合して 2 校とするという考え

方であります。ただ将来的な児童数の変化によって、希望等があれば、そういうこ
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とも考慮していかなければならないかと考えております。

同一児童が義務教育中に、2 度の統合を経験することのないように、中学校の統合

時期について配慮願いますということですが、いまのところ小学校の 4 校について

は統合方針を示しています。これは皆さま方の理解を得ながら、実施をしていこう

と考えております。当初から中学校の統合につきましては、小学校の統合について

整理がついた段階で行っていきたいということで、時期的なことについては明示で

きない状況であります。ただそういった要望があるということは、いまの時点から

押えておきたいと考えております。

統合後については、学年ごとに現行の合算したクラス数の確保をお願いしますと

いうご要望ですが、今回の適正規模・適正配置の基本的な考え方は、現行制度の中

で学校間の格差が生じているので、現行の制度の中で解消していく。より教育的効

果が上がっていく方法はないだろうかということで、検討してきたものであります。

従いまして、要望にありますクラス数の考え方は、現行の学級編制上の考え方とは

異なっており、教育委員会としては法に則った学級編制をしていく考えであります。

5 点目は地域説明会を適宜ということで、今回こういうかたちで開催させていただ

きました。

統合の事前準備期間は、十分に確保するようにお願いしますということですが、

十分そういった点では配慮をしていきたい。統合が決定になった場合、今回の統合

は審議会からの付帯意見にもありますが、新たな学校を作るという前提になってお

ります。広葉小学校と若葉小学校は解消するかたちにして、新たな学校を 2 校間の

関係者を含めて協議をしていただき、校歌・校章を含めて検討していきたいという

のが、教育委員会の考え方であります。そういったものが終わったあと、子ども達

に負担をかけないよう、十分な期間を置いて行っていきたいと考えております。た

だ、まだ説明会が始まったばかりということで、スケジュール的なものについては、

明確にはなっておりません。

使用しなくなる校舎の活用方法については、まずは児童のことを考え、児童の父

母の了解を得られてから、検討ということになるかと思います。具体的な検討につ

きましては、例えば 2 校を 1 校にした場合、当然空き校舎は出てきます。こちらを

検討する部署につきましては、市庁部局になります。ただ防犯上の問題がないよう

なかたちで、処理はしていくことになるかと思います。

8 番目は、統合は吸収統合ではなく、新たな学校の設立ということでお願いします

とありますが、先ほど言いましたように、そのとおりに考えています。

9 番目の、現在の若葉小学校の良い点を十分に理解し、統合後の学校にも反映する

よう配慮を願いますとありますが、統合となりましたら、準備委員会、統合委員会、

協議会といったものをつくります。どういう方が入るかは別としまして、そこで学

校の教育目標や、校歌・校章を含めて検討していただきたいと考えております。
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住 民 交通指導員等を各主要通に配置する予定はあるのでしょうか。

事務局 いま事業として、どういうようなかたちにするかは、明確にはなっておりません。

ただ教育委員会会議の中で、その点を 1 番心配されているということで、学校での

交通安全指導の徹底、そして交通安全に絡んだものは必要だと押えております。今

後統合となったときに、事業としてどう取組んでいくかということは、いまの段階

でかたちになったものは持っておりません。

住 民 それはいつ頃具体的になるのですか。

事務局 統廃合についての説明会を昨日から始めたところです。これから他の地域 でも

説明会を開催し、理解を得ていくという段階であります。全体の説明会をしていく

中で、いろいろな要望や質問も出てくると思いますが、その辺のことも聞いて総合

的に判断、整理していくかたちになると思います。まだ基本的な考え方の説明をさ

せていただく段階ですので、具体的な内容についてはこれからということで、ご理

解をいただきたいと思います。

住 民 4 番目の統合後については、現行の若葉小学校と広葉小学校の、合算したクラス数

の確保をお願いしますという項目ですが、例えば広葉小学校に現在 40 数名いて、2

クラスになっているところに、若葉小学校の 20 名がそこに入ったら、2 クラスのま

まなのですよね。そうなると広葉小学校の合併によるメリットは、あまりないので

はないかと思うのですが、どうお考えでしょうか。3 クラスにした方が、クラス対抗

で 3 クラス対抗も出来ますし、そちらの方で言っている教育効果というものが、大

きく図られるのではないでしょうか。

事務局 実際にはそう思います。ただ北海道は 40 人学級の職員配置になっていますので、

もし 3 クラスにすれば、先生を市独自で雇うことになりますので、人件費たるや、

莫大なものになります。まして、統合の学校だけというわけにはいかない場合もあ

り、市全体になりますと、これまた莫大なものになります。大変良い考え方なので

すが、現実的には 40 人学級の配置の中で、先生の定員が決まるというかたちになら

ざるを得ないかと思います。市独自で雇うということは、本州では若干あるようで

すが、人件費や今後何十年間ということを考えますと無理ですし、難しさはあると

思います。

住 民 言っているのは、新しく入って来る新入生のことを言っているのではないのです
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よ。統合のときにストレスを受ける子ども達のために、いま現行のクラスを統合し

たときにいた子ども達については、最低確保してくださいという要望です。

事務局 それも人件費を考えたら、無理だと思います。

住 民 統合をするのは教育環境が良くなるために、統合をするのですよね。いま教育委

員会の方々は、クラス替えができないから、統合をした方が良いということを強調

されています。確かに統合をしたら、クラス替えはできます。ただ、いま現状この

若葉小学校にいる 3～5 年生の子達は、広葉小学校は 2 クラスあるので、こちらと一

緒になったら、人数的には 2 クラスになります。親としては子ども達一人ひとりに、

先生の温かい指導が行き渡った方が、子どもはすくすくと伸びるという実感を若葉

小学校で受けています。若葉小学校にいる子達は、クラス替えがなくてもすくすく

と心も学力も伸びているから、クラス替えができるから統合ですと言っても、やっ

たところで良い環境にはならないでしょう。3 クラスにならず 2 クラスになるという

ことは、現行の法律でいうと、いまの 4 年生でしたら 39 人・40 人のクラスになっ

てしまう。5 年生も 40 人近い学級になってしまう。明らかに若葉小学校で、20～30

人 1 クラスで教えてもらった方が、先生方からの温かい指導というものは、一人ひ

とりに行き渡ります。子ども達をしっかりと先生に見てもらうことにより、自分を

認めて貰ったということで、自分の持っている力というものを十分に発揮して、成

長してくれます。心も豊かになります。クラス替えができても、狭苦しい環境にさ

れ、子ども達の心がゆがむような統合は必要ないです。それは良い教育環境とはい

えないです。もし統合をするのだったら、クラスの中でも先生が一人ひとりに温か

い教育をしてもらえる環境でなければ、クラス替えの意味はないです。そういう意

味で、教育委員会の提案した現行通りの方法で統合するというのであれば、いまの

若葉小学校の方がずっとすばらしい教育になると思うから、反対します。

相談員 クラスの中に 35 人いたから、温かい指導ができないということはないのです。も

う少し言わせて貰えば、いまなぜこういうことを言っているかといいますと、世の

中全般的に少子化です。地域の子どもの数も減ってきています。集団で活動すると

いう大事な場面というのは、学校に求められているのです。いまは学校しかないと

いっても、過言ではないのです。ですから学校の中で、いろいろな異なった集団の

中で体験をさせたいのです。だから複数学級ということを言っています。小学校教

育というのは人間教育の基礎で、大事な場面です。皆さん子育てをしてきて分かっ

ているかと思いますが、小学校低学年というのは、親・教師べったりの依存の高い

ものです。その中ではどちらかというと小学校教育というものは、自立心を育てる

ことを一生懸命にやります。中学年は学習意欲が盛んになるのと一緒に、友達を求
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める一番の年代といわれています。いわゆる友達を求め、仲間を求め、グループ・

集団を求めます。そして仲間で一生懸命に頑張って、仲間意識を持って活動するの

が中学年といわれています。時間がかかりますので高学年は止めておきますが、発

達の具合からいっても、小学校でいろいろな集団と関わり合って、社会性を育てて

いかなければなりません。社会性と一言でいいますが、この社会性というのは人と

人との関わり合い、自分と集団との関わり合い、それから集団の中での適応という

ものを社会性というわけですが、これを小学校のうちから、しっかりと経験してお

かなければならない。社会性は教えて育つものではないです。子ども達が実際にい

ろいろな集団に関わり合いながら、自分なりに学んでいくものです。社会性を持て

と教えて、教えられるものではありません。小学校では非常に大事なことです。ま

してや社会性というのは、テストの点数のように点数で分かり得ないものがありま

す。子ども達が中学校・高校・大人になって、職場の集団の中でいきいきとうまく

活動していけるかどうか、考えていかなければいけません。小学校の中で 1～6 年生

まで同じ集団のままということは、私ども教育委員会としては、子どもにとっては

かわいそうなことだと思っています。2 年生・4 年生あたりでクラス替えをして、違

う集団の中に入って自分と集団との関わり合いを一生懸命勉強して、身体で覚えて

いく。そういう体験をさせてあげたいのです。統合して 2 クラスになると、それが

30 名であろうと 35 名であろうと、1 つの大きな集団として良いのではないかと思っ

ています。なぜなら、いまは 40 名を 1 つの区切りとしていますから、クラスの中で

グループをつくるにしても、仮に 36 名いたとしたら、6 人編成の班が 6 班できます。

班学習をやったら、6 班からいろいろな意見が出てきます。20 人の 3～4 班の班より

もいろいろな対応が出てきて、子ども達もいろいろな考え方を幅広く持ってくると

思います。私どももそう考えておりますし、先生方も 1 クラスはこの学校も 40 人学

級です。調べましたら、1 年生は 50 名になりますから、25 名の学級ができるとか、

6 年生はもう卒業しますが、27 名のクラスができるとか、その年その年によって、

多いときもあれば少ないときもあります。合算をして 50 名だったら、25 名の学級が

できるということです。多いときは 39名の学級ができることもあります。その中で、

担任は一生懸命に一人一人を見ながらやります。ましてや 2 クラスになりましたら、

2 人の先生の目があります。1クラスである程度固定概念でこの子どもはと見るのと、

2 人の先生の目で見るのとでは、子どもの客観的な見方が違います。そういうことを

考えれば、私どもは 40 人編成 2 クラスの中で、いろいろな体験をしていくのだろう

と押えております。

住 民 いま言われた中に 40 人でもと言われたのですが、実際にメリットがあるとは思い

ますが、デメリットもあるはずなんです。子どもたちのことを考えると、いま現在 6

人で 6 班といわれました。4 人でも班は 6 班出来ます。その中で意見を出し合い、い
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ろいろな意見が出てくるというのもあります。これに関しては、そんなに変わりは

ないと思うのです。自分のときには 40 人いました。40 人のときにどうだったかと考

えると、何で窮屈な思いをして、何でこんなに人数を押し詰められて、先生に意見

を求めても出来ないのだろうと思ったこともありました。自分が子どもの学校を見

て、いま現在統合をしたら、向こうの学校では必ず 2 クラスある。2 クラスあるのに、

なぜこっちの学校と統合して、人数を増やさなければならないのだろうと、思う子

がいると思うのです。そういう子に対しての配慮をして欲しいから、いまある学年

の子達だけでも、クラスを増やすことは出来ないのでしょうかという話なんです。

人件費も分かるのですけれども、子どものことを第一に考えて統合するといってい

て、人件費といっているのは話が違うと思うのです。

事務局 話が違うことを答えているのですよ。私どもはいまの時代に、集団との関わりを

大切にして、子どもを育てていかなければならない。私どもは集団の中で子どもを

育てるということを最優先に考えております。ただ先生を増やすというのは、負担

の問題もありまして、大変だと思います。

住 民 お金の話が出たので話をさせてもらいます。青葉町に住んでいますが、資料を見

る限り、若葉小学校・広葉小学校の耐震補強工事をされていないということでした。

国からも言われていますから、市の長期計画の中には近い将来に耐震補強をやる計

画を立てていると思いますし、そのための予算措置も準備されているのではないか

と推測しております。何年に統合されるかここには明記されていませんが、統合に

なった場合、片一方は耐震工事をしなくてよくなりますよね。その部分でお金が出

てくるのではないかと思っているのです。ましてや私たちが言っているのは、未来

永劫合併したクラス数を増やせと言っているのではないのです。例えば若葉小学校

の今いる子ども達が来るとなると、向こうの小学生は、少なくとも自分達の学校が

なくなってこちらに来るんだということで、大多数の方は新しい学校で楽しいなと

思うでしょうが、多少なりとも嫌だなと思う子もいる。いずれにしても従来の学校

にずっと通うことに比べれば、ストレスですよ。そういうストレスは、迎える若葉

小学校の子達もお友達同士ですから、受け止めるわけですよね。新入生の子達は良

いでしょうけれど、残り 5 学年の子ども達に関しては、卒業するまでの間、特別措

置をしていただけないかという話なんです。そうなれば、人件費が未来永劫 5 クラ

ス分かさむということではなく、次の年には 4 クラス、3 クラスと減っていき、6 年

後にはなくなるわけです。それくらいの特別措置は、出来ないものなのかと皆さん

仰っているのです。

事務局 耐震の関係については計画的に進めておりますが、1 年に 5 校も 10 校もできませ
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ん。耐久度を中心に優先度調査を行っていますので、調査結果に基づいて進めてま

いります。何年にやれるかということは、財政的なものもありますから、全体の中

の予算状況に応じてということになります。

先生の件につきましては、私どもも財政的なもので統合を進めているわけではな

いのですが、教育環境を少しでも整えたいということからやっております。学級数

の多い編制をできればいいのかもしれませんが、国の学級編制上の基準に基づき、

進めさせていただきたいと思っております。

住 民 こういった関係のお話で説明会が行われたというのは、確か 2 年ほど経ったと思

います。そのときに質問をしたのですが、統合という話が出ていますが、それは決

まったことなのですかと聞いたのです。そのときに答えた方が、まだ決定はしてい

ません。子ども達が少なくなってくる状況にあるので、こういうことも念頭におい

てお話します。皆さんに理解をしていただきたいというお話でした。この 2 年間の

間に統合も決定し、学校も決定したようです。いま不安なのは、何年までに統合す

るという具体的なお話はまだありません。内容が一人歩きをして、いろいろなうわ

さが回ってくるのですが、子どもを持っている身としては、いつ統合になるのか、

どんなかたちになるのか。たった 2 年間でここまで決まってしまったということは、

あと 2 年間の間に統合する可能性もあるかもしれない。それも子どもを通わせてい

る 1 市民として、蚊帳の外でどんどん物事が決まっているような印象を受けます。

資料を見ましたが、統合を決める後付けにしか見えないのです。人件費のお話も出

ましたが、中学校を統合するよりも、小学校を統合した方が人件費が浮くから、小

学校を統合するのかと受け取られかねないです。はっきりと年度はいえないにして

も、総合内容計画のようなものをきちんと示して欲しい。いつまでにこういうこと

を計画していきます。その先には、こういうことを承諾していただきますといった

感じで、長い計画を明確に提示していただくということは、出来ないのでしょうか。

平成 19 年度から統合した場合の人数が出ていましたが、高台小学校などあと数年で

8 人とかではないですか。いまここまで決定した 2 年で統合した場合に、また同じ 2

年か 3 年で統合があるのかと、不安に駆られます。わたしは幼稚園・小学生・中学

生の子どもを持っていますが、小学生というのは統合の必要性は感じないのですよ

ね。そういう話になった経緯は理解が出来ます。それよりも切実に辛いだろうと思

うのは、中学生なんです。たぶん北広島市の行政のやり方として、学校を建てた経

緯とか、まちのつくり方とか、そういうところから計画性を感じられないので、こ

こから先は未来のためにきちんと計画をしていって欲しい。お金の問題もよく分か

りますが、市民としてはとても不安です。

事務局 何年か前に話を聞いたというのは、適正規模の中間答申が出たときに、教育委員
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会として、それぞれの地域の保護者の皆さん・地域の皆さんへの説明会をさせてい

ただいております。パワーポイントの説明のときに若干触れておりますが、一定の

方向が出ましたので、その後適正配置について、審議会で検討を進めていただいた

経緯があります。

住 民 そのときにわたしは全く話がわからなくて、統合は決まった話なのか質問をさせ

ていただいたのですよね。決定ではないという説明の他に、またその後決まりまし

たら、1 月を目途に説明会を行いますということだったのですが、その説明会はなか

ったと思います。

事務局 適正規模については、通学区域審議会の方で 12～24 学級を基本とするということ

で、答申をいただきました。それに満たないところには、当時北広島団地内の 4 小

学校ということで、通学区域審議会からの答申をいただきました。こういうかたち

で審議をしています。その段階で説明会の趣旨としましては、こういうかたちで答

申がされ、適正規模というものは子ども達の教育環境を高めていくためには、必要

ではないかということで考えていますということでした。ただ、それに対して教育

委員会としてどうするという考えは、その時点では持っていませんでした。そうい

うふうな審議をして、皆さま方に理解をしていただき、その後にそれに対するご意

見やご質問を受けるということです。そのときに、その後どうなるのですかという

お話だったと思います。そのときに、例えばその方法としては、統合などがありま

す。それについて教育委員会としては、いまの段階でどうするという考え方は持っ

ていませんという話はしていたと思います。12 月に保護者の方に対する説明会を実

施しました。1 月を目途にというのは、1 月末と 2 月の初めに地域の方々への適正規

模に関する説明会を実施していますので、そのことだと思います。そういう話では

なかったでしょうか。

住 民 こういう方針が望ましいといっている審議会を 2 度ほど傍聴しましたが、この中

で出てきていたのは、学校のどちらの校舎を使うかはここでは言わない。地域の皆

さんで揉んで決めて貰う方が、いいのではないかという話でまとまったと思うので

す。そのうち地域で揉んでくれたら、聞こえるのではないかと思っていたら、7 月に

いきなり若葉小学校になりましたということで、寝耳に水の話だった。ここにいる

お父さん・お母さん達は、若葉小学校でよかったと、胸を撫で下ろしているのでは

ないかと思うのですが、お隣の広葉小学校は心中穏やかではないと思うのです。わ

たしはおそらく何らかの話しが出てくると思っていただけに、良かったとは思いま

したけれども、地域の声を聞いて理解を得てから決定するとなっているわけですか

ら、若葉小学校はそんなに反対の声は出なかったけれども、広葉小学校では相当に
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反対の声が出た。だから地域の要望を聞いて、使う校舎を変えようかという話にな

ると困るわけです。この話がどこまで確たる話なのか、きちんと示していただきた

い。

事務局 先ほどは審議会の経過の話が途中で止まってしまいましたが、審議会というのは

教育委員会が客観的に公平に判断をしていただくために、審議会に諮問をしました。

審議会というのは、校長先生・教頭先生・学識経験者、市ＰＴＡ連合会にお願いし

てＰＴＡ連合会の代表の方に、委員さんとして入ってもらっています。その中で、

公平に客観的に審議をしていただき、答申をいただきました。答申というのは教育

委員会に対する答申ですから、その中で 2 校を統合することが望ましい。どちらの

校舎を使うかは教育委員会が選択するようにということです。校舎については最初

にご説明しましたが、両校を廃校にして、新しい学校をつくるのです。

住 民 組織としての小学校は、なくなるというのは理解をしております。

事務局 どちらの校舎を使うか評価をする上で、これも客観的に恣意的にならないように、

教育委員会で基本方針を立てています。審議会からの答申をうのみにするのではな

く、教育委員会会議の中でも審議はされております。その結果、基本的な方針が定

められ、それに基づき検討して、7 月 23 日に先ほど説明しました方向性が示されま

した。ただこれは、審議会の経過を踏まえて教育委員会で審議をし、一つの方向付

けをされたので、それに基づき各地区の保護者の方や、地域の皆さまへの説明会も

させていただきます。議会でもいろいろ審議をされておりまして、小学校に入る前

の保護者の皆さまへも説明する機会を持ちたいということで、昨日からこの説明会

がスタートしております。皆さまの理解を得ながらということですから、いろいろ

疑問や不安をお持ちの方もおられると思いますので、考え方の整理をしながら説明

会をさせていただいています。

2,680 名いた児童が 740～750 名へということで、当時の 27～28％程度にまで子

どもの数が落ち込んでいる。審議会の方でも、教育的観点で統合が必要だとしてい

ます。市内で一番大きい学校は 770～780 名いますが、団地は 4 校合わせて 740～750

名という状況です。教育環境を考えますと、何としても環境を整備したいというこ

とで進めております。それから一定の方向付けがされましたので、昨日から説明会

に入っております。まずは教育的観点で統廃合を進めたいと思っていますので、先

ほど財政的な話は出ましたが、それは二の次です。まずは教育環境を整えるという

観点から説明会に入っており、8 月の末まで順次説明会を進めていきます。

スケジュールの話ですが、保護者の皆さんのご理解をいただかない段階で、次の

スケジュールやいつの時点で統合をしてしまうのだとなると、あまりにも乱暴です。
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いろいろな考え方があると思いますから、まず 1 回目説明会をしまして、その辺の

考え方を聞きながら、質問や要求事項については真摯に受け止め、整理をしていき

たいと思っております。いつの時点でどうするのかということについては、申し上

げられません。早く申し上げたいですが、そういう段階ではないということで、ご

理解をいただきたいと思います。

住 民 決定なんですか。

事務局 北海道新聞さんの記事には、決定と出ていたからお聞きになっているのかもしれ

ませんが、教育委員会の最終的な方向は、若葉小学校と高台小学校が望ましい。た

だし、保護者・地域の皆さんの理解を得ながら進め、決定していくようにという方

向付けがされています。昨日の広報誌にも網入りで載せさせていただきました。で

すから決定ではなく、理解を得るために今後も説明会を順次開催していき、理解を

得た上で決定していきたいということであります。

住 民 新聞記事のことが出たのですが、見てのとおり若葉小学校のお母さん達は少ない

です。北海道新聞の記事で決まったんだねと、安心して今日参加しない方がかなり

います。いまのお話だと、教育委員会は北海道新聞さんの記事がそうだから、皆さ

ん誤解したのでしょうかと言いましたよね。もしああいった見出しが出ていて、教

育委員会の方々が、わたし達住民たちのことを考えながら進めようとしているので

あれば、これは決定と勘違いするだろうと思うのではないかと思うのです。そう思

われたのだったら、翌日には北海道新聞さんの方に、一言があってもいいのではな

いかと思いますが、教育委員会さんの方から、方針とは違うという声は上げたのか。

事務局 教育委員会会議等の内容については、広報にお知らせしている内容です。

住 民 道新さんの方には何も話されていなかったのですね。広報よりも新聞は翌日に出

たんです。大半の方が新聞の記事を見ます。広報が出るまでの 10 日間あまり、誤解

が出たままいたというのは、教育委員会としては責任があるのではないですか。新

聞のあの記事が出る前に、広報のお知らせが合って当然だと思うのです。それがで

きないで新聞に載ってしまったのなら、誤解を得るような記事だったので、道新さ

んに忠告をすべきだったのではないかと思います。かなりの方が誤解をしてしまっ

たのです。間違いの記事が出てしまったのなら、それを正しながら進めるのが、住

民の立場に立って進めるやり方ではないか。

事務局 私どもは広報を通じて、皆さま方に教育委員会の考え方を 8 月 1 日付号でお知ら



11

せしております。皆さんにお届けしております広報を信じて、見ていただきたいと

思います。

住 民 広報だけを信じて見てくださいということを学校などにプリントをしていただか

ないと、広報を見ない方もいますよね。新聞だけを見て正しいのだと思った人は、

誤解を受けたままです。

事務局 説明会はこれきりではありませんので、我々も文章でお知らせしますが、ぜひ皆

さんからお友達に、次回の説明会に出ていただくように、お知らせをいただきたい

と思います。これで説明会は終わりではありませんし、直接お話をさせていただき

たいと思います。

住 民 統合ということは、致し方ないと思います。ただ、統合した場合にも、より良い

教育環境でなければならないと思います。当初予算といっていましたが、全体の枠

として予算は大事でしょうけれども、これから耐震工事の関係や、学校設備のきち

んとした予算も必要だと思います。

例えばいま広葉小学校では先生が 10 人、若葉小学校でも 10 人いたとします。統

合したら 20人の先生が来るわけではなくて、数は減ります。それは国のクラス数で、

それ以外が必要なら市の負担といいましたが、2 校をまとめれば、先生の数も減ると

思うのです。そういう予算も出てくるのではないかと思います。広葉小学校の 2 ク

ラスがこちらに来た場合でも、子どもは大変不安だと思います。こちらの方でもよ

そから来るということで、不安やストレスがたまります。各学年が全部 39 人とか 40

人ということではなくて、学年によっては 25 人で 2 クラスとか、30 人が 3 クラス

とか、そういう学年も出てくるだろうし、たまたま 4 年生や 5 年生で 39 人や 40 人

でという場合は、特別措置としてそういう学年は 3 クラスにしてあげるという配慮

は出来ないのか。団地の中は 1 学校 200 人もいません。統合は致し方ないと、各父

兄の方も思っていると思います。ただ統合した場合には、子どもが安心して勉強で

きるような教育を考えて欲しい。教育委員会は大変だと思いますが、団地の中での

初めての統合問題では、予算がないとかではなく、そういう声も聞いて欲しいと思

います。

事務局 いまお金のことで統合のことをいっているのではありませんので、そこだけはぜ

ひ皆さんにご理解をいただきたいと思います。

いまも 39 人・40 人だったらどうだというお話がありましたが、例えば 35 人だっ

たら良くて、34 人だったらどうだという線引きは、非常に難しいです。いまの基準

でいえば、40 人までが 1 クラスとなります。1～2 年生の場合には、特例的に 71 人
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になりましたら、3 クラス編成になります。そういうこととは別に、理解が得られ統

合に向かう場合、それぞれの学校がスムーズに一緒になるよう事業を考えていくと

か、もっと基本的なことでいえば、学校名や校歌をどうするか、両方の学校で関係

する校長先生やＰＴＡさんや教育委員さんとか、お互いの知恵を出し合って、1 つの

ものをつくり上げていっていただきたいと思います。具体的なことは言えませんが、

そういう中で友好や協調をしていただき、1 つの学校を作り上げるように、我々も側

面的な支援をしていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

住 民 学校へ通う交通面とか、学童の事とかの話は、これからどのように日程で含まれ

ているのでしょうか。

事務局 若葉小学校の校区の皆さんは、今までと変わりません。広葉小学校の校区の方が、

一緒になってということではないのですか。

住 民 いまの段階では若葉小学校になるか、広葉小学校になるか分からない。いま教育

委員会で若葉小学校と言っていますが、地域の話の結果によっては、広葉小学校に

なる場合もあるのですよね。確実に若葉小学校というわけではないですけれども、

若葉小学校といっていますという段階なのか、わたしには分からないのです。若葉

小学校の方で理解を得て、若葉小学校ですとなっているのであれば、地域の交通の

面では大丈夫ですが、いま聞いた話によると、どちらの校舎を使うのかは決定して

いません。出しているだけですという状況であれば、広葉小学校になったときの交

通面とか、通学路の話とか、いつ頃までにそういう話になるのか。学童の方もあち

らにはあるのですが、こちらの学校を使うようになったら、向こうの学童はどうな

るのかとか、そういうところまでの話が深くされるのはいつなのか。どのくらいの

段階まで来ているのか分かりません。どうなっているのでしょうか。

事務局 私どもが説明させてもらっている内容というのは、平成 17 年 6 月に諮問をして、

ご審議いただき、答申を貰いました。それをまた教育委員会会議の中で検討しまし

た。そこで 7 月 23 日に一定の方向付けがされたということです。審議会の答申、教

育委員会での方向付けというのは、事務局としては重く受け止めておりますし、方

向付けでありますから、昨日から各小学校の保護者の皆さんにご説明し、ご理解を

得たいということで進めております。この考え方を精一杯説明し、疑問があればそ

れについてもご回答することを考えておりますので、現時点でいえば、この考え方

をお示しし、皆さんに理解をしていただくために、精一杯努力をしていくという段

階です。
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住 民 いまは若葉小学校を使うという仮定で、そちらの方でいいですかという提案をし

ている段階ですよね。広葉小学校が提案をしているのではなくて、若葉小学校でこ

うしたいのですが、どうですかという提案なんですよね。

事務局 そうです。

住 民 その後、どちらになるかは地域の話を煮詰めてからと言ったので、いま現在若葉

小学校でいかがですかといって、こちらの方が良いですと言っていたとしても、向

こうの小学校で駄目ですとなり変わったときに、説明とかがまた出てくるというこ

とですよね。

事務局 昨日は広葉小学校の保護者の皆さんへ説明をさせていただき、今日は若葉小学校

の保護者の皆さまへの説明会です。パワーポイントを使って、基本的に同じ内容の

説明をさせていただいております。審議会の経過、教育委員会での方向で、客観的

な検討の結果を踏まえ、私どもはその考えを皆さまにお示しし、ご理解を得たいと

説明会に回っております。そういう段階だということで、ご理解をいただきたいと

思います。

住 民 一番気になっているのが、学童保育です。若葉小学校の学童保育は、住民センタ

ーの方で行っているのですが、いまは一杯で、直ぐには入れないと言われたりして

いるのです。夏休み・冬休みに預かってくれるというわけでもなく、ただ働いてい

るお母さん方が、早い者勝ちで学童に行くような感じになっているのです。働いて

いるお母さんでも、1～2 年生の子どもを家に置いていかなければならないお母さん

も、若葉小学校の方にはいらっしゃいますよね。広葉小学校と統合した場合、もち

ろん人数が増えるわけですけれども、学童のお子さんの人数も増えます。その辺も

十分に考えていただいて、安心して子どもを預けられるような場所づくり等、教育

委員会さんの方できちんと考えていただきたいという要望です。

事務局 いま要望ということで、学童保育についてのお話がありました。大変申し訳ない

のですが、学童保育は部署が違いまして、わたくしの方ではそういう答えを持ち合

わせていないのですが、要望があったことは担当部署に話をしておきますので、ご

理解をいただきたいと思います。

住 民 白樺町に住んでいます。この若葉小学校にすごく思い入れがありまして、教育委

員会のお世話になりながら、教員生活を続けてきました。そのあと転勤をしまして、

今度は自分の子どもが若葉小学校に通うという現況になります。家を購入したとき
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にはこの話はなかったのですが、本当にどっちになるのかというのが、住民の正直

な気持ちです。こういう提案がされたときに、まだ若葉小学校だけで頑張れるので

はないかというのが、自分の正直な気持ちとしてありました。最初に言われた学力

のこと、心のこと、身体のことを考えますと、自分が居たときの若葉小学校の教員

も、それを実現するために、小規模校のデメリットがなくなるように、様々な努力

しておりました。自分が出た後の若葉小学校の姿を見ても、運動会で一人ひとりの

名前を呼んでスタートできるような状態、学芸会では必ず一人一人に台詞があり、

すばらしい役割があたるという学芸会というのは、小規模校ならではの良さだと思

いますし、競争力についても少ない人数の中で一生懸命に頑張ってきたと思います。

数字を見ますと、緑陽小学校と高台小学校が、規模的にかなり少ないということは、

グラフでも数字でも表れていますが、広葉小学校と若葉小学校については、もう少

し単独でいけるのではないか。ただ統合は仕方がないという意見もありましたし、

教育委員会のお金ではなく、子どものことを考えているんだという、その言葉を信

じていくと、直ぐにではないにしても統合は致し方ないのかという気持ちでいます。

統合に向けて意見を述べさせていただくとすると、大きく 2 つの点があります。

1 点目は先ほどから、委員会さんと保護者側の気持ちが一致しない、すれ違いとい

うものをすごく感じます。以前の地域住民に対する説明会はわたしも参加しました

が、けして概ね理解されたという状況ではなかったと思うのです。他の会場は違っ

たと思いますが、若葉でやった説明会では、確実に賛成はしていなかったです。賛

成していなかったということもあるので、概ね理解をされたという言い方ではなく、

正直にこうだったと住民に話をする姿勢や、審議会では聞いたところによると、高

台小学校と広葉小学校については、それに関わるような審議委員さんが出ていたと

聞いています。ところが若葉小学校からは、学校サイドからもＰＴＡサイドからも、

出ていなかったと思われます。若葉小学校に安心して子ども達を通わせている父兄

にしてみれば、どうしてだろうという気持ちになってしまいます。1 点目の要望は、

これからいろいろなかたちで、地域や保護者の皆さまに理解をしていただくという

お話がありました。審議委員さんも一生懸命に考えていると思いますが、慎重に丁

寧に保護者の身になって関わっていただけたらということです。

2 点目ですが、いまは適正規模といわれる 23 学級の学校に行っております。これ

は障がい児学級を含めてですけれども、2 学級 40 名、障がい児学級の交流を入れる

と 41 名の中で指導をすることになります。いまの世の中いじめや自殺などがあり、

学校全体でも学年全体でも取り組むし、当然担任としてもやらなければならい。そ

れが 41 人いる場合は、いくら目を光らせ心を配ろうと思っても、1 回に見られる子

供というのは 1 人で、41 分の 1 です。しかしそれを何とかカバーするために、自分

達は出来るだけのことをするわけです。先ほど言われていたように、いまの学級配

置の数で言うと、1 学級 40 人というのは、教育委員会としてはどうしようもない数
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字かもしれませんが、そこを北広島市はこういう判断をします。だからどうぞ北広

島市に来てくださいといった、まちを活性化させるような前向きな判断というもの

が、出来ないものかと思います。今回の統合も、人口や子どもの数が少なくなって

きているという現況から出てきていることだと思いますので、地域の活性化という

意味でも、子ども達に対するいろいろな努力・工夫を委員会の方で考えるべきかと

思います。

事務局 1 点目については、ご要望どおりに今後も努力をしていきたいと思っています。具

体的に実践の中で、状況を教えていただきたい。学級編制の部分については、現行

制度の中でやっていきたいというのが、基本ベースにあります。ただ今後、統合と

いうかたちで進んでいく場合、要望書にもありますように十分な時間をかけて、統

合をする子ども達のとまどいなどをなくすのはどうすればいいか、今後協議会など

が出来た段階で、配慮できるものに関しては配慮していきたいと考えております。

ただ学級編制については、明確なかたちでお答えはできないということで、ご理解

を願います。

住 民 学級編制の関係なのですが、市教委の方に基づいた話をされていますが、最終的

な判断をされるのは道教委なのでしょうか。

事務局 学級編制、先生の配置は、北海道が認めます。

住 民 それであれば、道教委の方にこういう要望があったということを伝えて、回答を

いただいてもらえないでしょうか。どういうかたちで要望をして、誰が回答をして

くるかは分かりませんが、次の説明会があるかと思いますので、そのときにでも内

容を伝えていただきたい。そういうことで、教育委員会の姿勢が見えるのではない

かと思います。ここで駄目だというのではなく、どういう行動を起こしたか、我々

に知らせて欲しいと思います。

事務局 確約は出来ませんが、照会する方向で検討したいと思いますので、ご理解いただ

きたいと思います。

住 民 お願いします。

事務局 いま 21 時 7 分になっておりますが、質問される方は何人おられますか。3 人の方

のご質問とお答えをして、それまでとしたいのですがよろしいですか。
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住 民 統合後の使用する校舎については、若葉小学校が望ましいということになりまし

て、ほっとしている親の 1 人です。使用する校舎は決定ではないということで、あ

えて意見と要望を申し上げたいと思います。学校は子ども達が 1 日の大半を過ごす

場だと思います。学校の環境がとても大事だと考えています。今までも広葉小学校

と若葉小学校を比べた上で、若葉小学校の方が過ごしやすいと感じてきたのですが、

今回の資料で、校舎の広さ・状況・グラウンドの広さを見まして、若葉小学校の方

にいいところがたくさんあったのだと分かり、今回の回答で冷静に考えてくださっ

たのだと、ほっとしております。広葉小学校の方からは不満の声が出ているでしょ

うし、再度検討するということもあるかと思いますが、子ども達の環境を大事に思

ういまの方針が、今後もぶれることなく、使用する校舎については考えていただき

たいと考えまして、あえて要望を申し上げます。よろしくお願いします。

事務局 要望ということでしたので、承ります。

住 民 先ほど主人がお話したのですが、その中で住民の声と教育委員会の答弁とがすれ

違っているのではないか。これからもっと慎重に丁寧に進めてくださいという要望

がありました。実際に 1 年半前の中間答申から今までの中で、きちんとしてほしか

ったというのがあります。例えば中間答申のときの審議委員の中に、若葉小学校の

関係者は入っていないですよね。住民の声は上がっていかないですよねと、意見を

申し上げました。説明会のときに上がった意見は、審議会の方に持っていきますと

いうご答弁をいただいたのですが、わたしの言った意見は削られていたり、ぼやけ

た書かれ方をされていたのです。住民の声は大事にされていないと思ってしまいま

す。審議会を何回も傍聴して、最終答申が出たときに議長さんの方から、統合に関

わる 4 校から審議委員さんが出ていないから、学校をどこにするかは教育委員会さ

んにお任せします。ここでは決めませんというような出し方でした。それならば最

初から、4 校が関わる格好で審議委員さんを出してしかるべきだと思いますし、今後

もそうしていただきたいです。ついこの間、平成 19 年度の審議会が行われています

が、新しい審議委員さんもそこで承認されています。傍聴をして資料をいただきま

したが、また若葉小学校の関係者が入っていないのです。これから統合が具体的に

進んでいくのに、また若葉小学校の意見は持っていってもらえない。今年度の審議

会も、やはり公平にはされないのではないかという不信感があります。1 年前からそ

ういう声が上がっていたのだから、この春の審議委員を選任するときには、せめて

各 4 校からバランスよく出すのが、住民の声を大切にする、住民と対話をしながら

統合の進め方を考えるというやり方ではないかと思います。わたしだけそう思って

いるのかもしれませんが、今からでも何かのかたちで、4 校の中で入っていない学校

の関係者を審議委員なり参考人として参加させていただくなり、配慮をしていただ
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きたいです。これは要望です。

最終答申が昨年 12 月に出されました。それから今まで説明会がないということは、

わたし達の不安をあおる原因でした。市民の対象の人たちが、これがふさわしいの

ではないかと話し合ったことは、そのときにわたし達にきちんと説明していただき

たかった。それを聞いて、わたし達の考えや要望も教育委員さんにお話できるし、

そういうステップを踏むことによって、わたし達もきちんと理解しながら、進めて

いくことが出来るのではないかと思います。そのステップをはずしたということは、

住民の 1 人としては理解が出来ないのです。出来てしまった溝は大きいですから、

今後はきちんと説明していただきたい。

40 人学級の大変さは、主人の方から話があったと思いますが、実際子どもの母親

として、学校に安心して子どもを預けたいのです。通学面だけではないのです。学

校に入ってから、豊かな心で安心して学校教育を受けてもらいたい。いまはいじめ

の問題があります。ついこの間も適正規模の学校でいじめ問題があり、報道で騒が

れるようなことがありました。なぜ学級数を維持してほしいかというと、目が行き

届かないのです。そういうことが再度起きてしまうのではないかという、親として

の不安があるからです。そういう不安も大きいということ配慮して、先生の目の行

き届く環境に、先生の配置数を増やせるように、いろいろな工夫をして欲しい。工

夫をすることが、住民の意見を大事にすると、立場を考えるということではないか。

事務局 審議会の委員さんに、若葉小校区の人が入っていないということでありましたが、

通学審議会というのは、審議会条例で設置されている審議会です。審議委員の数は

13 人ということで、位置付けられています。入っていないといわれましたが、逆に

私どもは校長会と教頭会にもお願いをして、代表を出してもらっています。市ＰＴ

Ａ連合会にもお願いをして、各学校の代表として出してもらっています。私どもが

恣意的に委員さんを選べる環境にはありません。何を言いたいかといいますと、審

議会はたまたま審議の過程の中で、団地の中の 4 小学校で急激にお子さんが減る状

況から、この学校の統廃合についての審議を進めていくことになりましたが、全市

的な視点で見ていただいています。そういうことで言えば、市民の代表として出て

いただいておりますし、公平・公明正大に審議をしていただいております。熱心に

審議会の傍聴にいらしていたことは私どもも見ております。逆に感謝申し上げます。

そういうことからすると、公平な立場で組織の代表として出ていただいているとい

うことで、決して個人的な立場で発言しているということは、ほとんどないと我々

は思っております。見られていてどうでしょうか。まして 1 人の意見で決まること

ではありません。最終的には全体の中で、多数決によって決められています。

審議会は私どもが案を出して、審議をしていただいているのではありません。最

初から審議委員さんに、まっさらな状態から審議をスタートしていただいておりま
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す。当然審議の過程で、求められた資料に関しては出しておりますが、少なくとも

公平に審議・審査をしていただくということから、我々も一切過言をすることはあ

りませんでした。

40 人学級に対しては、他の方からも道教委に確認できないのかという話がありま

したので、先ほどもお答えしましたように、私どもの方で確認をしまして、次回の

説明会の中でお知らせをしていこうと思っていますので、ご理解をいただきたいと

思います。

住 民 要望として言わせていただきます。1 つはクラスの配置の件ですが、我々は子ども

のことが大事なので、お金の問題ではないというのでしたら、予算をつけていただ

きたい。

もう 1 つは、道教委に確認をしていただくということもありましたが、あるいは

構造改革特区の申請をするということも含めて、前向きに検討してもらえないだろ

うか。

統合ということが理解を得たとして、準備期間に協議会等々をつくったり、両校

の交流事業などをやって、スムーズな方向で統合をしていくという話がありました。

しかし例えば 7 月に決まりました。来年 3 月に統合です。これから一生懸命に交流

しようでは困るわけです。地域同士・学校同士・ＰＴＡ同士・先生同士の交流、あ

るいは協議の場を最低でも 1 年半、できれば 2 年は時間を置いていただきたい。そ

れぞれに伝統ある学校ですから、その辺はスムーズに移行できるように、十分な時

間を取っていただきたい。

事務局 要望は承りました。

住 民 今回いろいろな意見が出て、賛成の意見だけではなかったと思います。前回は概

ね理解されたということで、賛成をされたということになりましたが、賛成は概ね

されていません。そういうことを理解してください。それぞれの意見があるという

ことで、再度きちんとしたかたちでもう 1 度説明して、理解を得るというのはその

場にしていただきたい。

事務局 最後の質問にさせていただきます。私どもは今日で説明会を終えるつもりはあり

ません。いろいろな意見や、道教委に確認する事項もありましたので、次回の説明

会をしかるべき日に予定させていただきます。ただこれから、保護者の説明会だけ

でも 2 回、地域の説明会が 4 回、就学前のお子さんを持つ保護者への説明会が 2 回

ということで、8 月後半まで予定がされています。昨日の広葉小学校でも、次回の説

明会を開催する方向になっておりますし、この説明会でも次回の話が出ましたので、
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私どもはこのことを真摯に受け止め、説明会を予定させていただきます。

次回の説明会については、来られなかった人もあったというお話でしたが、もし

皆さんの方で、日程を調整したいということであればお任せをしますし、我々の方

にお任せいただくということであれば、私どもの方で予定をさせていただきますが、

どういたしましょうか。我々の方でも言われたその日だけで、必ず日程調整をする

ことはお約束は出来ませんが、皆さまの方でまとめてもらえるということであれば、

努力をします。そうでないとすれば、我々の方でしかるべき日を設定し、会場の設

営を含めて調整をし、セットをさせていただきます。ご意見をいただきたいのです

が、よろしくお願いします。

住 民 我々が集まってどうこうというのは、無理だと思う。こういうことで日程が出ま

したということで、知らせて欲しい。

事務局 それでは次回の説明会は、私どもにお任せいただくということでよろしいですか。

住 民 いいです。

事務局 それではそうさせていただきます。

住 民 次回はいつ頃になりますか。

事務局 8 月の末に 1 回目の説明会が終わりますが、1 回目のまとめですとか、9 月には議

会があります。こちらの事情で申し訳ないのですが、1 カ月くらいは開くと思ってい

ます。それより前は厳しい状況でありますので、その辺はご理解をいただきたいと

思います。先ほどいくつか課題として承ったものも、直ぐ結論が出るものもありま

すし、調査検討が必要なものもあります。できればその辺は、お任せをいただきた

いと思います。それではこれをもちまして、今日の説明会は終わらせていただきま

す。長時間に渡りまして、ありがとうございました。

（注）発言を要約したものであり､発言すべてを記述したものではありません。


